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研究成果の概要（和文）：翻訳通訳についての適切な理解や対応ができる能力として「翻訳通訳リテラシー」と
いう概念を提起し、その教育におけるコンテンツとデリバリー方法について研究した。具体的には、翻訳通訳リ
テラシー科目を日本語と英語で開発、展開するとともに、翻訳テクノロジーに関するリテラシーのオンライン講
座を立ち上げた。その実施状況に基づき、翻訳通訳リテラシー教育の基本アプローチ、構成要素、デリバリー方
法の具体的提案を行った。研究成果は、論文や書籍、地域社会や国内外の学会での発表を通して発信した。さら
に、立教大学で28年度に開始した「サービスラーニングとしてのコミュニティー翻訳通訳」プログラムに本研究
の成果を反映させた。

研究成果の概要（英文）：This study introduced the concept of "translation and interpreting (TI) 
literacy," and proposed contents and deliver methods for TI literacy education. Specifically, we 
developed TI literacy-related courses in Japanese and English for university undergraduate students,
 and an open-access online course on translation technology literacy. Based on the experiences and 
student feedback gained through these courses, we proposed basic approaches, essential elements, and
 deliver methods of TI literacy education in more specific manners. We published our research 
findings in journal articles and a book chapter. We also presented them at gatherings in industry 
and local communities, and at academic conferences in Japan and overseas. Further, the findings and 
experiences of this study were drawn on in the development of a service-learning program, called "
Community TI as Service Learning" at Rikkyo University, which started in 2016.

研究分野： 翻訳通訳研究

キーワード： 翻訳通訳リテラシー　翻訳教育　通訳教育　翻訳テクノロジー　オンライン講座　ユーザー教育　文理
・産学連携　サービスラーニング
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 テクノロジーの進展を背景とした翻訳環
境の現状に照らした新たな翻訳者養成法の
研究に取り組む中で、大学院での翻訳者養成
が定着していない日本では、翻訳実践の諸相
や体系的翻訳教育に対する理解を醸成する
裾野的教育も検討する必要があるとまず認
識した。それと同時に、同様の研究を通訳分
野にも拡張したいと考えた。 
 また、当時、政治家発言の国際報道や東京
都のオリンピック招致活動を通して、国際社
会に向けた正確で効果的な情報発信を支え
る翻訳通訳能力の重要性や、多言語地域社会
における緊急時支援、その他公共サービスで
の翻訳通訳ニーズを意識した翻訳通訳教育
の必要性を再認識した。 
 そこで、翻訳通訳実践に対する適切な理解
や対応能力（翻訳ツールや通訳者の適材適所
的使用、翻訳者・通訳者の職務倫理や専門性
に対する理解など）を涵養する「翻訳通訳リ
テラシー」教育という新たな概念の提案を検
討したいと考えた。また、「翻訳通訳リテラ
シー」教育におけるコンテンツとそのデリバ
リー方法を具体的に提案することによって、
上記のようなニーズや課題への対応に貢献
したいと考えるに至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究は「翻訳通訳リテラシー」（翻訳通
訳について適切な理解や対応ができる能力）
という概念を検討し、「翻訳通訳リテラシー」
を涵養する教育における基本的なアプロー
チ、コンテンツ、およびデリバリー方法を研
究し、「翻訳通訳リテラシー」教育の基盤を
提案することを目的とした。 
 「翻訳通訳リテラシー」教育の大目標とし
て、日本の国際的な情報発信力強化と地域社
会の言語ニーズへの対応に貢献できること
を目指しながら、具体的には以下の 2 点を目
的とした。 
 
（１）「翻訳通訳リテラシー」という新しい
概念を検討し、その涵養を目指す大学・学部
生向け科目やオンラインコースなどを開発、
実施する。 
 
（２）「翻訳通訳リテラシー」関連科目やオ
ンラインコースの実施を通して、「翻訳通訳
リテラシー」教育における基本的なアプロー
チ、コンテンツの構成要素、デリバリー方法
などを包括的に提案する。 

 
３．研究の方法 
 本研究では、主に三つの方法で、取り組み
を進めた。その中で、自然言語処理分野の研
究者や翻訳産業界との対話を進め、多角的な
視点で研究を行った。 
 
（１） 文献研究 
 主に、学部生向けの翻訳通訳教育、翻訳通

訳サービスのユーザー教育、オンライン教育
などに関する先行文献を批判的に検討する。 
 
（２）「翻訳通訳リテラシー」関連科目の開
発と展開 
 上記の検討結果を参照しながら、「翻訳リ
テラシー」関連科目を日本語と英語、またオ
ンライン形式も含めて、開発し、実施する。
実施にあたっては、学生と講師からのフィー
ドバックを収集し、検討する。 
 
（３）「翻訳通訳リテラシー」教育のコンテ
ンツおよびデリバリー方法の検討と提案 
 上記で収集したフィードバックなどをも
とに、「翻訳通訳リテラシー」教育の基本的
アプローチ、コンテンツ、デリバリー方法な
どについて検討し、提案する。 
 
４．研究成果 
（１）「翻訳通訳リテラシー」の定義づけ 
 「メディアリテラシー」や「医療リテラシ
ー」の事例にならい、「翻訳通訳リテラシー」
を「翻訳通訳の諸相を理解し対応できる基礎
能力」と定義した。通信技術が急速に進展し
たグローバル社会で異言語・異文化間のやり
とりが日常的に発生している中、翻訳通訳を
介した情報の受容と発信の本質や仕組みを
学び、またツールの評価・活用能力を備える
ことは、個人の知見や可能性の発展につなが
ると判断した。 
 
（２）「翻訳通訳リテラシー」教育の目的の
見極め 
 翻訳通訳の実践や翻訳者・通訳者に関する
包括的な知識や対応能力を涵養することに
より、以下のような学生を育成することを
「翻訳通訳リテラシー」教育の目的と定めた。 
① 翻訳通訳サービスやツールの効果的な利

用者 
② 専門職としての翻訳者・通訳者の重要性

に対する理解者 
③ 翻訳通訳の専門訓練や研究に進む候補者 
 
（３）「翻訳通訳リテラシー」教育の意義の
見極め 
 翻訳通訳行為の諸相に関する包括的な理
解を形成し、翻訳通訳の専門職訓練や研究の
土台を提供する「翻訳通訳リテラシー」教育
には以下のような意義があると定めた。 
① 翻訳者・通訳者に要求される特別なスキ

ルと知識、機械翻訳の利点と限界などに
対する理解を促進することで、翻訳通訳
サービスとツールに関する誤解と誤用
の削減に対し、ボトムアップ的な貢献が
できる。 

② 翻訳者・通訳者の社会的役割についての
議論を通して、グローバル化された経済
や文化、多文化共生社会、国際政治など
における今日的課題に関する気づきが
促される。 



③ 翻訳通訳の高度な専門性が認識される
ことで、諸外国で行われているような大
学院での翻訳者・通訳者養成の必要性が
日本でも認知され、本格的な実施が根付
くことに貢献できる。 

 
（４）「翻訳通訳リテラシー」関連科目の開
発と展開 
 「翻訳通訳リテラシー」を涵養する学部生
向け一般科目やオンライン講座を開発し、学
生や講師のフィードバックをもとにコンテ
ンツやデリバリー方法の精査を続け、安定的
な展開に到達した。具体的には主に以下のも
のを実施した。 
① 「翻訳・通訳と現代社会」（立教大学） 
 2013 年度から立教大学の全学部生を対象
とした一般選択科目として提供している。今
日のグローバル社会におけるさまざまな場
面で翻訳と通訳が果たす役割について学生
の理解を深めることを目的とする。特に、ユ
ーザー教育の側面に傾注した。 
 医療、司法、福祉、ビジネス、映画、文芸
から産業までさまざまな分野における翻訳
者・通訳者、研究者、開発者、組織の翻訳通
訳コーディネーターなどをゲストスピーカ
ーとして招き、現代社会における翻訳通訳の
具体的な実践例を多角的な視点から考える
機会を提供している。 
 現在、100 名以上の学生が履修している。
これまでのフィードバックを分析すると、翻
訳通訳の実践について基礎知識を得ること
ができ、自分のキャリア形成の参考になった
という学生の声が確認できた。また、現代社
会のさまざまな場面で翻訳通訳ニーズが起
こる背景とその重要性に気づき、「移民」「医
療」「福祉」などの政策についても考える機
会となったことが確認できた。 
② 「翻訳テクノロジーを学ぶ」（オンライ
ン教材） 
 2015 年９月に一般公開したオンライン教
材。グーグル翻訳などを学生が頻繁に利用し
ている状況を鑑み、翻訳テクノロジーの仕組
みおよび長所と短所に対する適切な理解の
推進を目的とした。翻訳通訳の実践に関する
基本的な知識の涵養や翻訳通訳サービスの
ユーザーに対する啓蒙も目指している。 
 機械翻訳、ポストエディティング、翻訳メ
モリーなどを扱い、ツールの仕組みだけでな
く、テクノロジーの発展で翻訳者の役割が変
化しつつある状況についても検討を促す内
容になっている。 
 通常の授業時間内では十分に扱えない内
容を自分のペースで学び、大学内外の誰もが
アクセスできるようにした。オンライン形式
を用いることで、翻訳教育分野における適格
な教師の不足という問題への対処や、学生の
利用状況をメタデータとして収集できる点、
さらに、目まぐるしく発展や変化をとげるテ
クノロジーに関し、教材のアップデートがし
やすいという強みがある。  

③ 英語での「翻訳通訳リテラシー」科目 
 立教大学で英語上級クラスの一部として、
翻訳通訳リテラシー関連の科目を 2013 年度
から実施している。内容は毎年変わり、翻訳
通訳の実践を全般的に扱うものから、時事問
題、政治外交、歴史、戦争における翻訳通訳、
視聴覚翻訳（字幕、吹き替えなど）に焦点を
当てたものまである。 
  
（５）「翻訳通訳リテラシー」教育の具体的
な提案 
 上記の「翻訳通訳リテラシー」科目の実施
状況に照らして、「翻訳通訳リテラシー」教
育における基本的アプローチ、内容、デリバ
リー方法について以下のような包括的な提
案をした。 
① 基本的アプローチ 
 翻訳通訳の専門教育に関して論じられて
き た プロセ ス 志向の 教 授法  ( ジ ル 、
2009/2012)、社会構成主義的アプローチ 
(Kiraly, 2000)、また教材や手続きの現実性
（Sawyer, 2004）などを、「翻訳通訳リテラ
シー」教育でも追及することが望まれる。 
 まず、翻訳通訳事象を事実の羅列のように
学ぶのではなく、そうした事象がなぜ生じた
のか、背景や作用要因、また課題の見極めと
その解決法の検討を学生に促すべきである。 
 次に、教師が履修者に一方的に知見を伝達
するのではなく、履修者自らが教師や他の履
修者との対話や体験などを通して知識と理
解を自ら構築していくことが重要だ。 
 さらに、扱う内容が身の回りで起きている
ことやメディアで報道されていることであ
ったり、翻訳通訳の現場を観察したりするな
ど、現実世界との直接的な接触を重視すべき
である。それにより、履修者による知識の内
在化、また、社会的、政治的、文化的コンテ
クストへの注意、さらに、専門教育に対する
動機づけが促される。 
② コンテンツ（構成要素） 
 「翻訳通訳リテラシー」教育のコンテンツ
として含まれるべき項目として、以下を提案
する。 
・ 翻訳通訳研究で用いられる基本的なメタ

言語の説明 
・ 翻訳通訳事象の多様性 
・ 翻訳通訳が生じるコンテクスト 
・ 職業としての翻訳通訳に関心を持つ学生

のための基本的なガイダンス 
・ 機械翻訳などテクノロジーの仕組み、長

所と注意すべき点 
・ 翻訳通訳の初歩的実習 
・ ロールプレイなどを通した翻訳通訳のユ

ーザー体験 
・ 蓄積した知識を整理するツールとしての

基本的な理論的枠組み 
③ デリバリー方法 
 「翻訳通訳リテラシー」科目を効果的に実
施するためには以下の事項を考慮するよう
提案する。 



・ 人数：活発なディスカッションや翻訳通
訳の実習を効果的に行うためには履修者
数を適切なレベルに限定するのが望まし
い。 

・ 設備：翻訳と編集の実技、翻訳ツールの
実験的使用を可能にするコンピューター
などの設備が必要。 

・ 場所：教室内だけでなく、実際の翻訳通
訳現場へフィールドトリップなども取り
入れるのが望ましい。 

・ フィードバック：履修者のフィードバッ
クに注意を向ける内省的教授用を通して、
授業の継続的改善に取り組むべき。 

・ 課題：リーディングだけでなく、翻訳通
訳現場の観察や、初歩的な翻訳などを取
り入れるべき。 

 
（６）今後の取り組みにつながった成果 
 本研究を通して、今後、文理・産学を超え
た翻訳通訳研究を進展させるベースができ
ただけでなく、学生の主体的な参加を促す翻
訳通訳サービスラーニングの開発につなが
った。 
① 文理・産学を超えた研究協力 
 本研究を通して、特に翻訳テクノロジー関
連で、自然言語処理分野の研究者と交流が生
まれ、共同でワークショップ、学会発表、論
文執筆などをしたことで、今後の共同研究プ
ロジェクトの可能性につながった。 
 また、翻訳産業界とも連携し、意見の交換、
本研究の成果の共有を講演会、ワークショッ
プ、業界紙への寄稿などを通して行ったこと
で、現場の状況を意識し続ける研究につなが
った。さらに、地方自治体など地域社会でも、
本研究の成果を共有できたことは有意義だ
った。 
② 翻訳通訳のサービスラーニング 
 本研究の成果、特に翻訳通訳実践に対する
学生の関心が高まったことに対応する意味
で、立教大学内の翻訳通訳ニーズに翻訳通訳
科目を履修する学生が対応するという、サー
ビスラーニングのプログラムを開発し、実施
中である。「ラーニング」の側面に力を入れ、
トレーニングや振り返りを包含するプロジ
ェクトの実施をするためのガイドラインを
作成した。 
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